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1．緒　言
平成 23年 6月スポーツ振興法が改正され、

スポーツ基本法として公示された。その目的は、
「スポーツに関する基本理念を定め、並びに国
及び地方公共団体の責務並びにスポーツ団体の
努力等を明らかにするとともに、スポーツに関
する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって
国民の心身の健全な発達、明るく豊かな国民生
活の形成、活力ある社会の実現及び国際社会の
調和ある発展に寄与すること」（文部科学省
2011）とされている。この法律では基本理念の
中で、スポーツが青少年に、身体だけでなくそ
の人間形成にも大きな影響を与えること、国際

平和に寄与するものであること、不当な差別や
ドーピングの防止への認識を高めることなどを
挙げている。日本における体育・スポーツ教育
の歴史の中で、スポーツの教育的価値はこれま
でも認められてきたところである。スポーツ基
本法の成立によってさらなる価値の追求とその
普及、振興が求められることとなり、すべての
国民が生涯にわたってスポーツに親しみ、その
教育的価値を享受するために学校における体
育・スポーツ教育の果たす役割は大きく、社会
的な要求は高まるものと考えられる。
これまで中学校の学習指導要領では「体育に
関する知識」の中にオリンピックの記述はなく、
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Abstract

 Olympic education is the educational activities conducted for realizing the philosophies of the Olympic 
Charter, whish is “cultivation of people who balanced whole the qualities of body, will and mind and build a 
peaceful society”.
 The purpose of this study was to develop a unit plan of Olympic education for senior high-school students, 
conduct it in regular classes of theory of physical education, and examine the effects on students learning. The 
subjects were first-year students of a senior high school affiliated with a university. We asked them what subject 
matters of Olympics were interesting , and chose the following best three topics; “The Ancient Olympic Games”, 
“Japan and the Olympics”, and “The Olympics and Fair play”. We placed “What are the Olympic Games?” in 
the beginning of the unit plan. And after the three lessons on most interesting topics “Olympic Values” was 
lectured by an Olympian who is a faculty member of the university. We discussed with a faculty member who is 
a specialist of Olympic studies for making each lesson plans and implemented them for the first grade of high-
school students. After each class we asked the students to fill in a questionnaire to examine the effects on their 
learning.
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現在の社会におけるオリンピックの意義を考え
ると、小中高等学校の学習指導要領におけるオ
リンピックに関する記述は極端に少ないもので
あった（友添 2006）。学習指導要領の改訂によっ
て中学校では、体育分野において「体育理論」
が位置づけられ、3年間で 3単位時間学ぶこと
となった。その中の「3文化の中のスポーツの
意義」に「国際的なスポーツ大会などが果たす
文化的な意義や役割」という内容が含まれ、オ
リンピックなどの国際的なスポーツの大会が果
たす文化的な役割について学ぶことが義務付け
られた。また、高等学校学習指導要領では、「1
スポーツの歴史、文化的特性や現代のスポーツ
の特徴」の中で、「ウ　オリンピックムーブメ
ントとドーピング」として、国際親善や世界平
和に貢献する現代のスポーツの代表的な例とし
てオリンピックムーブメントを挙げ、フェアプ
レイの精神に反するドーピングのことについて
もあわせて学ぶこととしている。このように学
習指導要領においても、時間数は少ないとはい
え、体育の中でオリンピックについて学び、オ
リンピックを通して学ぶことが義務付けられた
のである。
オリンピック教育は、「平和な社会の構築に

尽くす調和的全人の育成」というオリンピック
憲章の理念実現に向けて展開される教育活動で
ある。国際オリンピック委員会（IOC）は、
1961年にオリンピック教育のセンターとして
国際オリンピックアカデミー（IOA）を設立し
た。IOAは近代オリンピックの創始者である
クーベルタンの思想の普及に貢献しており、同
時に学校や大学、一般社会におけるオリンピズ
ムの啓蒙を進めている。IOAのオリンピック教
育テキスト（Binder 1995）では、オリンピック
教育のねらいとして次の 4点を挙げている。1）
世界中の若者たちが自分たちの生活の中でオリ
ンピック精神を実現していくこと、2）オリン
ピックの神秘性をあらゆる地域、文化の中で喚
起すること、3）オリンピックのような特別な
イベントを通して卓越性を追求するというメッ
セージを具現化すること、4）様々な重要課題（環
境問題、女性の役割、世界的な闘争やその解決、
民族感情と否寛容の抑制、フェアプレイの推進
と倫理観の高揚、知性・身体並びに心の統一性
の再強調）をオリンピック研究プロジェクトに

位置づけること。このような教育を通しての全
人教育並びに、オリンピックそのものを理解し、
オリンピズムを継承する次の世代を育てること
が目的であると考えられる（Binder 1995）。
IOAは教育者のためのテキストを出版してお
り、これまでも各大会の開催組織委員会を中心
に様々な形で、オリンピック教育が行われてき
た。学校における通常の授業の中でオリンピッ
ク教育を行うことは、すべての国民が教育を受
ける機会を保障されるという点で意義がある。
なかでも先述の学指導要領にも定められている
とおり、「体育理論」でオリンピック教育を取
り上げる必要があり、そのモデルとなる指導案
づくりが求められる。
筑波大学ではこれまで、附属 11校との連携
により、さまざま形でオリンピック教育を展開
してきた実績がある。このような背景から
2010年 12月、IOCの承認を受け、オリンピッ
ク教育プラットフォーム（CORE: Center for 
Olympic Research and Education）が設立された。
COREはスポーツを通した国際平和を実現する
ため、国内外のオリンピック教育を推進してい
くことを目的としている。COREの活動として、
初年度には大学と附属学校をつないだ組織づく
りを行い、研究会を開催した。主たる活動とし
て、中学校での前広島市長による講演「オリン
ピックと国際平和」の開催、高等学校での大学
教員による出前授業などを行った。本研究では
その活動の一環として、大学と附属学校との連
携によるオリンピック教育実践のモデルの作
成、および教育の推進という目的のため、まず
高等学校の通常の授業の中に位置づけられてい
る、体育理論の授業で実現可能な指導案を作成
し、授業を実践した。

2．目　的
本研究の目的は、学校教育、特に通常の体育
理論の授業の中で活用できるオリンピック教育
のモデルとなる指導案を作成すること、その指
導案をもとに授業を実践し、授業の成果および
今後の展開のための課題について明らかにする
ことである。
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3．方　法
1）対　象
筑波大学附属高等学校 1年生 1クラス（男子

20名、女子 20名）に対して行った、「体育理論」
の授業 5単位時間（50分／時間）を対象とした。
通年で週 1時間（1単位約 30時間／年）行な
われる「体育理論」の授業のうち 5時間分をこ
の単元に当てた。授業の実施時期は 2011年 2
月であった。

2）授業内容の決定と指導案の作成
授業内容を検討するに当たり、授業前に質問
紙調査を行った。生徒の興味関心の対象を明ら
かにするため、興味のある内容について選択肢
の中から 2つを選択させた。選択肢は「未来と
結ぶオリンピック－オリンピック学習読本」（真
田他 2008）の内容から作成した。1時間目は導
入として、オリンピズムを中心に「オリンピッ
ク競技会」について学ぶこととした。学習内容
に関する調査の結果から、上位 3項目を 3時間
で構成し、最後の 1時間は大学の教員であるオ
リンピアン（河合季信准教授）に講義を依頼し
た。講義の内容は「オリンピックの価値」 
－ Olympic Values－とした。
指導案の作成にあたり、学習すべき内容につ
いて大学の研究者と協議を行ない、それぞれの
内容について指導案を作成した。

3）授業の実施と授業後の質問紙調査
作成した指導案に従って実際に授業を行っ
た。授業者は、オリンピックに関する教育を専

門としていない高等学校教員経験 21年の保健
体育科教員であった。授業での成果を明らかに
するために、毎時間授業終了後に自由記述によ
る質問紙調査を行った。質問は授業を受けて「印
象に残ったこと」、「疑問に思ったこと」、「もっ
と知りたいこと」をそれぞれ記述させた。

4）授業後（後期課題として）のレポート作成
単元終了後、後期の課題として、オリンピッ
クの授業を通して「もっと知りたいと思ったこ
と」から一つを選んで各自に調査させ、レポー
トを作成させた。

5）授業の成果と今後の課題の検討
3）で得られた質問紙調査の結果、4）のレポー
トの内容から授業の成果と課題について検討
し、明らかにした。

4．結果と考察
1）オリンピック教育のモデル指導案の作成
（1）単元計画
授業前の生徒に対する質問紙調査の結果を表

1に示した。この中で上位 3つにあげられた「古
代オリンピック」、「オリンピックとフェアプレ
イ」、「日本とオリンピック」を取り上げ、単元
を構成した。全 5時間の単元計画を表 2に示し
た。
（2）指導内容と授業の様子
実際に行なった授業の詳細を表 3に示した。
第 1時では単元全体の導入として、オリン
ピック競技会について、現在の姿、歴史とその

表 1　オリンピックについて「学んでみたい」項目（n＝ 40　2つ選択）
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意義を学ばせることを目標とした。単元の開始
にあたり、冬休みの宿題として「祖父母、親の
世代の記憶に残るオリンピック」について家庭
で調査させた。授業の中で世代の特徴について
話し合った結果、親・祖父母の世代では東京オ
リンピック（1964年）が最も印象に残ってい
ることが明らかになった。オリンピックが 4年
に 1回開かれる意味（オリンピアード）、夏季
大会と冬季大会があり、現在の形になるまでの
経緯を学んだ。行われている競技についてこれ
までの変遷や種目決定の意図を学習し、今後の
展望や希望について意見交換を行った。オリン
ピック憲章を中心にオリンピズムについて理解
させた上で、オリンピックを行う意義について
改めて考えさせた。
第 2時は日本で行われた大会について学び、

日本とオリンピックの関わりについて考えるこ
とを目標とした。これまでに日本で行われた大
会について、東京オリンピック（1964年）を
中心に、活躍した選手、有形無形のオリンピッ
ク・レガシー（後世に残したもの）を身近なと
ころから考えさせた。高校 1年生では親の世代
が東京大会の時に子どもであり、生徒本人は東
京大会についての知識はほとんど持っていな
かった。現在では当たり前のように使用されて
いる施設や交通網、テレビなど有形のレガシー、
スポーツの一般化や健康志向などの無形のレガ
シーについて学習させた。また、長野大会（1998
年）での「一校一国運動」や、2016年東京大
会への招致活動の学習を通して、オリンピック
との関わり方やこれからの招致のあり方を考え
させた。
第 3時では、事前調査で最も関心の高かった

「古代オリンピック」について学んだ。この授
業では、古代から現在まで受け継がれるものと
変わったものについて学習することで、現在の
オリンピックのあり方について考えさせること
を目的とした。授業では、古代オリンピックが
なぜ始まったのか、オリンピックが「平和の祭
典」と呼ばれることの意味について学習し、現
在のあり方を考えさせた。また、古代オリンピッ
クの理念や当時行われていた競技種目について
詳しく知ることで、現在に至るまで変わらない
もの、変わってきたものとその理由を学習した。
現在も行われている種目（走幅跳ややり投げ）
の現在との違い、勝者に送られたオリーブの葉
冠などについての関心が高かった。
第 4時ではオリンピックで求められるフェア
プレイについて学習した。学習を通して日常生
活にもフェアプレイの精神を広げていくことに
ついて考えさせることを目的とした。ユネスコ
国際フェアプレイ賞の日本人の受賞や、フェア
プレイに関するエピソードを紹介した。また、
アンチドーピングの活動や精神を学習させた
が、ドーピングやそれに対する取り組みについ
ては別単元を設定した。フェアプレイの精神の
広がりとして、オリンピアンの社会貢献の事例
をあげ、有森裕子氏のカンボジアでの社会貢献
活動「Heart of Gold」の活動を、映像を含めて
紹介した。これらの学習を通して、フェアプレ
イの精神を日常生活に生かすにはどのようにす
べきかを考えさせた。
第 5時はアルベールビル・オリンピック

（1992）ショートトラック銅メダリストの河合
季信・筑波大学准教授に講師を依頼し、オリン
ピ ッ ク の 3 つ の 価 値（Excellence, Respect, 

表 2　単元計画の詳細
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Friendship）について学習させた。6人のオリン
ピアンへの「オリンピックによってあなたの人
生はどのように変わりましたか」というインタ
ビューを通して、オリンピックが与える影響に
ついて考えさせた。オリンピアンによる講義で
あることから、生徒は興味をもって授業に臨み、
授業後に質問も多くだされた。授業時間が 50

分と短く、講師自身についての話には及ばな
かったため、生徒からはオリンピックでの経験
や選手村の様子など、選手しか知り得ないよう
な具体的な情報が知りたかったという意見が寄
せられた。
事前調査では「古代オリンピック」について
の関心が最も高く、生徒の半数が学んでみたい

表 3　指導計画の詳細
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内容としてあげていた。これは他教科との関わ
りも大きく影響していると考えられる。対象校
のカリキュラムでは高校 1年生で「世界史」が
必修であり、年度の終盤にあたるこの時期には
生徒の古代に関する興味関心が高かったと考え
られる。対象校は全国でも有数の進学校である
が自由な校風で、生徒の興味関心も幅広く、知
的好奇心を刺激されることが動機づけにつなが
るような、対象校の特徴がうまく生かされたの
ではないだろうか。事前調査の結果通り、生徒
の授業に対する反応も良く、充実した授業を行
うことができた。オリンピックに関する授業を
行う上では他教科と総合的に関わりながら進め
ることの必要性を感じさせるものであった。
単元全体を通して、計画通りに授業を進めた
結果、それぞれの単元について取り上げたい内
容が多く、時間が足りなかった。そのため生徒
とのやりとりが少なく、単調な授業になりがち
であった。一方で生徒自身の調査に基づいて生
徒間のやりとりを促進できた授業もあった。さ
らに内容を精選して、生徒が知識を得るだけで
なく、自ら考えることができるような授業の進
め方の工夫が必要である。

2）授業の成果の検証
授業の成果を検討するために授業後に毎回、
質問紙調査を行なった。質問は（1）授業を受

けて印象に残ったこと、（2）授業を受けて疑問
に思ったこと、（3）授業を受けてもっと知りた
いと思ったことをそれぞれ自由記述で記入させ
た。毎時間授業の最後の 5分程度を調査に当て
た。この質問紙調査から、授業で扱った内容に
関して生徒がどのようなことに興味を持ち、ど
のようなことを身につけることができたかを
探った。
（1）第 1回「オリンピック競技会」について
第 1回の授業に関する質問紙調査の結果を表

4に示した。「印象に残ったこと」では、授業
中の生徒の反応のとおり、親・祖父母の世代の
記憶に残るオリンピック、オリンピックで行わ
れている種目に関する解答が多かった。競技種
目については、2012年ロンドン大会から野球
とソフトボールがなくなり、7人制ラグビーと
ゴルフが実施されるという話題に生徒は興味を
示した。日本がメダルをねらえる種目がオリン
ピック種目からなくなること、競技種目の選考
に関わる IOCの基準（オリンピック憲章で、
競技の採用の基準は、「夏季オリンピックの競
技は、男子では 4大陸 75カ国以上、女子では
3大陸 40カ国以上で広く行われている競技の
み。冬季オリンピックの競技は、3大陸 25カ
国以上で広く行われている競技のみ」とされて
いる。）に、新種目があてはまるかどうかとい
うことへの疑問が多く出された。そのような状

表 4　第 1回「オリンピック競技会とは」質問紙調査の解答
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況から、「疑問に思ったこと」では、採用され
る競技種目についての疑問が多かった。実施組
織については授業中に時間を割けなかったの
で、疑問を持つ生徒が多かったものと思われる。
「もっと知りたいこと」では、同じく競技種目
についての解答が多かったが、オリンピック憲
章について、東京大会の年に生まれた子供にオ
リンピックにちなんだ名前をつけた逸話なども
生徒の興味を引いた。また、授業で扱っていな
い「聖火」に関することやオリンピックの出場
条件などもあげられた。
（2）第 2回「日本とオリンピック」について
第 2回の授業に関する質問紙調査の結果を表

5に示した。この授業では東京大会（1964）の
話題が中心であったため、円谷幸吉やヘーシン
ク、東洋の魔女など東京大会で活躍した選手に
関する解答が多かった。また、現在も身近に残
る有形無形のレガシーについて、理解が深まっ
たことがうかがえた。この授業を受けて、自分
が東京オリンピックについてよく知らないとい
うことを認識した生徒もおり、今後の興味づけ
としても意義があったといえる。「疑問に思っ
たこと」、「もっと知りたいこと」に関しては解
答が多岐にわたり、カテゴリーに分類すること
が難しかった。それぞれ「東京オリンピック」
と「2016年招致」、「経済効果」と「2016年招致」、
その他に分けて解答をそのまま記載した。2016

年東京大会招致に関しては、授業の中ではあま
り時間を割けなかったが生徒の関心が高いこと
がうかがえた。生徒の記憶に新しい話題であり、
2020年大会の招致に関する話題性もあったと
考えられる。オリンピックの経済効果について
もっと知りたいという解答が多かったことか
ら、さまざまな機会をとらえて生徒の興味を保
たせ、今後につなげることが重要であると考え
られる。
（3）第 3回「古代オリンピック」について
第 3回の授業に関する質問紙調査の結果を表

6に示した。この授業では古代オリンピックで
行われた競技について詳しく解説し、現在との
違いを学習したため、「印象に残ったこと」に
幅跳びや戦車競走、パンクラチオンなどの解答
が多かった。また「平和の祭典」である由来と
して、「エケケイリア」（休戦協定）について学
習したことから、それについての解答も多かっ
た。女性だけの競技会が存在したこと、勝者へ
の報酬はオリーブの葉冠であったことなども印
象に残ったようだ。疑問としては、古代の選手
たちの練習法や女性だけの競技会であるヘラ
祭、休戦協定についてなど、さまざまな対象に
ついて疑問が挙げられた。「もっと知りたいこ
と」については、勝者に与えられたオリーブの
葉冠、ヘラ祭、オリンピアのゼウス像に関わっ
て授業で紹介した「世界七不思議」などが挙げ

表 5　第 2回「日本とオリンピック」質問紙調査の解答
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られた。世界史の授業で学んだことと関連付け
て学んでいる生徒も多く、調査でも生徒の興味
の対象が多岐に渡った。また現在との違いの中
で、女性のスポーツや社会的な役割について関
心を持った生徒が多く、すべての質問に対して
「ヘラ祭」が挙げられていた。1時間の中に多
くのことを紹介したため、1つ 1つの内容が深
められず、生徒としては疑問が残ったり、かえっ
て関心が高められたりした結果となった。古代
の競技の行い方を学習して「実際にやってみた

い」という反応も多く寄せられた。
（4）第 4回「オリンピックとフェアプレイ」に

ついて
第 4回の授業に関する質問紙調査の結果を表

7に示した。オリンピックで求められるフェア
プレイについて学習したこの授業では、フェア
プレイに関するさまざまなエピソードを紹介
し、ベルリン大会（1936）の陸上競技・棒高跳
の友情のメダルや、ユネスコ国際フェアプレイ
賞などが印象に残ったこととして挙げられた。

表 7　第 4回「オリンピックとフェアプレイ」質問紙調査の解答

表 6　第 3回「古代オリンピック」質問紙調査の解答
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また、ドーピングに関しては十分な時間が取れ
ないため別に時間を設けて授業を行い、今回は
紹介する程度にとどめたが、生徒の関心は高く、
「疑問に思ったこと」、「もっと知りたいこと」
でも多く挙げられた。オリンピアンの国際貢献・
社会貢献の活動についても関心が集まった。
フェアプレイの精神を日常に活かすためにはど
うしたらよいかを考えさせたが、「スポーツの
場面でルールを守る」や「テストで不正行為を
しない」などの解答にとどまり、日常のさまざ
まな場面への広がりを考えさせることはできな
かった。
（5）第 5回「オリンピックの価値：Olympic 

Values」河合季信・筑波大学准教授のお話
し
第 5回の授業に関する質問紙調査の解答を表

8に示した。
6人のオリンピアン（ショートラック）に対

する講師自身によるインタビューから、オリン
ピックの価値について考えさせることが授業の
中心であった。インタビューそのものとその内
容、オリンピックが人生に大きな影響を与える
ということが印象に残ったこととして最も多い
解答であった。ショートトラックというなじみ
の薄い競技に関しても関心が寄せられ、接触の
激しいレースの中で最後まで立ってゴールでき
た男（last-man standing）や競技のルールにつ

いて、疑問やもっと知りたいことにも挙げられ
た。講師自身がオリンピックに出場して変わっ
たことや、より具体的な選手村の様子などを
もっと知りたいことに挙げる生徒が多かった。
バルセロナ大会での IOCジャック・ロゲ会長
のあいさつから「選手は青少年のロールモデル
である」とのメッセージの紹介や、オリンピア
ンへのインタビューなどで占められ、講師自身
に関することに触れる時間がなかったため、そ
れに関する要望が授業後に挙げられた。

3）授業後のレポート「もっと知りたいこと」
後期の課題の一つとして、授業を通して「もっ
と知りたいと思ったこと」を調べてレポートを
作成させた。生徒が取り上げたテーマの数を表
9に示した。古代オリンピックに関するものが
最も多く、その詳細はオリーブの葉冠、競技、
神話、始まりと終わりなどであった。ドーピン
グについて調べた生徒も多く、関心の高さがう
かがえた。その他にもメダルの変遷をすべての
大会について調べたり、身近な大会の選手のマ
ナーの問題など取り上げたりする生徒もおり、
自分なりの興味を深めさせるために有意義で
あった。

5．結論と今後の課題
本研究では高校生を対象に、通常の授業カリ

表 8　第 5回「オリンピックの価値」質問紙調査の解答
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キュラムの中に位置づけられた「体育理論」の
授業で行うことのできる、オリンピック教育の
モデル指導案を作成した。指導案づくりでは研
究者と教育現場を結んで内容を検討し、事前調
査によって生徒の興味関心を反映することがで
きた。その指導案をもとに高等学校 1年生を対
象に 5回の授業を行い、それぞれの授業につい
て授業の成果を検討した。これらのことにより、
オリンピック教育を専門としていない教師が実
施可能な、オリンピック教育の授業モデルを提
案することができた。
今後の課題として、以下のようなことが考え
られる。
1）実技などの体験的学習の導入
本研究で行った指導案では 1つの指導領域を

1回の授業で行う計画だったため、多岐にわた
る指導内容を 50分に納めざるを得ず、1つ 1
つの内容を深めることができなかった。そのた
め、生徒たちに考えさせたり話し合わせたりす
る時間が取れず、講義形式が多くなった。生徒
に課題を与えて、調べてきた「親・祖父母の世

代の記憶に残るオリンピック」については、短
時間ではあるが発表やディスカッションをする
ことができ、生徒にも好評であった。「古代オ
リンピック」の回の、古代に行われた競技種目
については、「やってみたい」という感想が多
く寄せられた。今後は知識を得る場面と考える
場面、実際にやってみる場面を授業の中に設定
し、より深く理解できるように工夫すべきであ
る。
2）発表機会の提供と活動の展開
授業後に後期のレポートとして、授業で疑問
に思ったことから一つを選んで詳しく調べさせ
た。授業を通してもっと知りたいと思ったこと
を自分なりに調べることで、授業後に知識を深
め、興味関心を広げることができ、生徒たちも
楽しんでこの課題に取り組んでいた。提出され
たレポートは各自の興味関心に基づいてよく書
かれており、興味深いレポートが多かった。今
後の展開として、興味関心の近い生徒でグルー
プを作り、グループレポートを発展させて、校
内に展示したり、文化祭や学校紹介の場で発表
したりするなどが考えられる。他にも生徒の関
心の高かった「一校一国運動」を「一組一国運
動」のように学校全体で展開することも可能と
考えられ、ロンドンオリンピックに向けて検討
していきたい。
3）他教科との連携
古代オリンピックの授業では世界史を 1年次
で学んでいることもあり、生徒は世界史と関連
付けて授業を受けていた。オリンピック教育は、
教科としての保健体育にとどまらず、他教科と
連携した学習の可能性があり、教科を越えて学
校生活の様々な機会をとらえて指導すること
は、学習成果を深めることになる。古代オリン
ピックに関しては服装や用具などにも特徴があ
り、実践的な展開が考えられる。例えば家庭科
と連携して、簡単にできる古代の衣装を作って
みる、生物や地理と連携して、古代のオリンピッ
クの勝者に与えられたオリーブやその他の競技
会で使用された葉冠と気候風土とのかかわりな
どを調べる、体育実技に発展させて、古代の様
式で幅跳びややり投げを中心とした競技会を開
催するなど、多くの連携の可能性がある。今後
は他教科との連携も含めて指導内容を精選した
り、今回取り上げなかった内容を広げたりして、

表 9 オリンピックについて「もっと知りたいこと」
レポート課題数
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さらなる指導案の改善を図り、体育理論におけ
るオリンピック教育の実践を広げて行きたい。
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